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はじめに
　近年，交通手段のめざましい発達，とりわけ航空
機の発達は，人々の国境を越えての移動を頻繁かつ
容易なものとした．
　加えて，円高による企業の海外投資，空前の海外
旅行ブーム等により，日本人の年間海外渡航者数は，
1996年度は遂に1600万人を越え，2000万に迫る勢
いである．
　その結果，寄生虫，AIDS等を含めた熱帯感染症
（Tropical　Infectious　Disease）が，思いがけない時
に，またはこれまで想像できなかった場所で我々を
脅かすようになってきた．1996年の大阪府堺市の0
－157，埼玉県のクリプトスポリジウムの集団発生は
まだ記憶に新しい．これらは総括して，熱帯医学
（Tropical　Medicine），旅行医学（Travel　Medicine）
におけるEmerging　and　Re－emerging　Infectious
Diseasesと言われる．
　なかでもマラリアはいわゆる旅行下痢症（Trav－
eler’s　Diarrhea）と並んで最も頻度が高い輸入感染
症であり，今日の自然・社会環境の変化が，今まで
マラリアが沈静化していた地域に再び流行をもたら
すようになってきた．これは地球の温暖化，大規模
な自然災害，道路やダム建設や開発事業による自然
破壊，難民・移民による人口移動，村落の都市化等
が要因である．
　例を挙げると，1996年の春にアフリカのジンバブ
エ国では100万人以上が感染したマラリアの大流行
が起こり，数千人が熱帯熱マラリア（Plαsmodium
falciparnm）の脳性マラリア（Cerebral　Malaria）で
死亡した．その原因として，この国は長い間マラリ
アの流行がなく，人々がマラリアに対して関心が薄
れていたところに，例年になく雨量が多く，マラリ
ア原虫が寄生するハマダラカが多数発生したことが
考えられる．最近では，これと同様のマラリア流行
が世界各地で発生している．
　日本においても，文頭で述べた国際化の影響によ
り，年間約120人のマラリア患者が報告されており，
今後も増加するものと予測される．特に注目すべき
点は，我が国は先進諸国の中でも，悪性マラリア
（Malignant　Malaria）といわれる熱帯熱マラリア
による死亡率が，他の先進諸国に比べて増加してい
ることである．
　このことは我が国では，①マラリアの正確な診断
と適切な治療ができる医師が少ないこと，特にイン
ターネットを利用した熱帯医学・旅行医学の知識を
得ていないこと，②抗マラリア剤の流通経路が複雑
なことが主たる原因でマラリアが重症化するからで
ある．
1．開業医・勤務医の重要性
　日本国内のマラリアは根絶されているので，国内
で発生するマラリアはすべて海外で感染した輸入マ
ラリア（Import　Malaria）である．従って，国内の
マラリア対策は，最初の診療機関の医師が，正確な
診断を下し，適切な治療を行うことに尽きる．
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　現在の日本においては，マラリア流行国で常時行
われている媒介蚊対策（Vector　Control）を中心と
したマラリア対策を施行することは全く必要がな
い．マラリアの三大徴候（Trias）は発熱（Fever），
脾腫（Splenomegaly），貧血（Anemia）であり，熱
型は乱れることが多いが，マラリア罹患患者の必発
症状は発熱である．発熱した場合，患者は大学病院
を直接訪れることは稀で，医院，診療所等で受診す
ることが多い．
　この事実は，第一線の開業医，勤務医がマラリア
に対する正しい知識を身に付けておかなければなら
ないことを意味している．発熱患者はあまり専門に
拘ることなく，先ず最初に掛かり付けの医師を頼っ
て来院する場合が多いので，例えば，皮膚科，耳鼻
咽喉科，泌尿器科等の専門を掲げて開業している医
師にとってもマラリアの知識は大切である．
II．詳細な問診の必要性
　診療機関に発熱患者が来院した場合，先ず最近の
海外滞在歴，海外渡航歴を聴取する．その際には，
具体的に途中立ち寄った空港を含めて，マラリア流
行地に短時問でも滞在したことがあるか否か，それ
は都市部，山岳部，国境地帯なのか，国名だけでな
く，滞在した場所，期間を丁寧に聴取しなければな
らない．なぜならば，過去にインドの空港で給油中
に紛れ込んだハマダラカにより熱帯熱マラリアに感
染し，死亡した例があるからである．場合によって
はパスポートを持参してもらうことが必要となるこ
ともある．
　患者の渡航先についての正しい情報を得るために
は，インターネット等の情報で，どの地域にどんな
型のマラリアが多いか，薬剤耐性マラリア蚊は存在
するか否かを検索することがマラリアに対処する上
で必要不可欠である．
III．診断の手順
　発熱患者にマラリアの疑いがあると診断した場
合，薄層血液塗抹標本を自ら作成する．薄層血液塗
抹法（Thin　Film）は耳朶または指頭から血液1滴を
スライドグラスの一端に採り，他のスライドグラス
またはカバーグラスで血液を塗抹する．乾燥後メタ
ノールで約5分間固定し同様にギムザ染色を30分
行う．もし，顕微鏡診断や手技に不安があるなら，
メタノール固定まで行った標本を大学の熱帯医学教
室，医動物学教室，寄生虫学教室に依頼し，染色お
よび顕微鏡診断を委託することを薦めたい．標本は
数枚用意するのがよい．アフリカの一部で行われて
いるマラリア用のField’s　Rapid　Stainもあるが，日
本においては基本は薄層ギムザ染色血液塗抹法標本
の顕微鏡観察でなければならない．
　マラリアに関しては正確な診断に基づいて，適切
な治療が必要であることはいうまでもない．発熱患
者に対して抗生物質，解熱剤，消炎鎮痛剤を投与し
様子をみるという無方針の薬剤投与は，ことマラリ
アに関しては決してあってはならない．なぜならば，
熱帯熱マラリアは，発熱後5日以内に適切な治療を
行わなければ，50％の確率で死亡すると言われてい
る．抗生物質，解熱剤，消炎鎮痛剤が無効のため，
熱帯熱マラリアが短期間に悪化し，時として取り返
しのつかない事態を招くことが実際に起こってい
る．後に医療訴訟のような不幸な結果を招かないた
めにも，常日頃よりマラリアのことを頭の片隅に止
めておくことが望まれる．
IV．診療で陥る問題点
　実際の診療で開業医・勤務医が陥る問題点として
以下のことが挙げられる．①マラリア患者を今まで
に診察したことがないための不安②薄層血液塗抹標
本，ギムザ染色の手技の未熟③顕微鏡診断時，4型あ
るマラリアの判別，Stageが分からない④マラリア
予防薬，治療薬の入手法，使用法が分からない等で
ある．
　これらの問題点を解決するために，一番よい方法
は「人に聞く」ということである．つまり，専門家
に電話，FAX，もしくはインターネットのメーリン
グディスカッションで尋ねることである．
V．インターネットの効用
　このような状況の中で，熱帯感染症に対する正確
な診断，適切な治療を行うために，熱帯感染症の世
界的規模で動向の最新情報を必要時，誰でも24時間
（24Hours－7Days）入手することでき，また熱帯医学
専門家への相談が容易に可能な社会的システム作り
が求められている．第一線の医療関係者にとっては，
それらの情報を迅速に入手し，診療に活かすことが
重要な課題である．
　インターネットを利用した情報伝達は，情報の速
さ，量ともに今までのそれと比較すると格段に優れ
（2）
1997年1月 楽得：日本における臨床医家のための熱帯病診療について 一　89　一
ており，これを利用した医療情報の伝達は急速に進
歩してきている．また近年，老若男女を問わず，あ
らゆる分野でインターネットの利用者が急増してい
る．
　そこで1996年12月現在，マラリアを中心とした
熱帯感染症の最新動向を入手できるインターネット
情報（ホームページ）を紹介する．しかし，医療1青
報は常にUp－to－Dateでなければならず，ホームペ
ージで得た情報は参考範囲に過ぎないと考えなけれ
ばならない．従って，医療関係者は常に最新情報を
探り，相互に情報交換する努力を怠ってはならない．
以下，実際のインターネットによるホームページの
アドレスを示す．
　1）　日本寄生虫学会（JSP）
　（Japanese　Society　of　Parasitology）
　http：／／crew．　med．　uoeh－u．　ac．　jp／一s－parasite／
日本寄生虫学会の公式のホームページ．寄生虫疾患
の相談も受け付けている．
　2）海外勤務健康管理センター（JOHAC）
　（Japan　Overseas　Health　Administration　Cen－
ter）
　http：／／super．　win．　or．　jp／一一j　ohac／
海外日本人会の健康診断日程等が分かる．
　3）マラリア情報ネットワーク
　http：／／malaria．　himej　i－du．　ac．　jp／IPublic／
malaria－net－j／home．　html
　海外渡航者の為の医療情報サービス．WHO発行
のInternational　Travel　and　Health（海外旅行と健
康）の日本語訳はここで見ることができる．
　4）国立予防衛生研究所（NIH，　Japan）
　（National　lnstitute　of　Health，　Japan）
　http：／／www．　nih．　go．　j　p／yoken／index．　html
　病原微生物検出情報「月報」の一部が英語版で公
開されている．現在，日本語版も検討中．
　5）国際協力事業団（JICA）
　（Japan　lnternational　Cooperation　Agency）
　http　：　／／jica．　ific．　or．　jp／
　日本政府開発援助（ODA）の実施機関として開発
途上国の健全な社会・経済発展のため，様々な協力
活動を展開しているJICAの公式ホームページ．
JICA活動の多方面における情報を入手可能．
　6）　The　American　Society　of　Parasitologists
　http：／／www－museum．　unl．　edu／asp－image／
aspj　ava．　html
　米国寄生虫学会公式のホームページ．（英語版）
7）　World　Health　Organization　WWW　Home
　　Page
　http：／／www．　who．　ch／
世界保健機構（WHO）公式ホームページ．　WER
（Weekly　Epidemiological　Report）はここから取り
出して印刷可能．
　8）　CDC　Home　Page
　http：／／www．　cdc．　gov／
　米国伝染病予防センター（CDC）のホームページ．
　米国CDCが一般向けに公開している海外旅行者
向けの疾病情報．海外旅行時の健康に関する諸注意，
予防注射の必要性，地域別の疾病の危険度等，有用
な情報が多い．
　同様にCDC発行のMMWR　（Morbidity　and
Mortality　Weekly　Report）やEmerging　and　Re－
emerging　Infectious　Diseases等はこのホームペー
ジから取り出して印刷可能．
　＊米国アトランタにあるCDCの情報提供
　米国アトランタにある DCには常時電話，　Fax，
インターネット等により，特に開発途上国における
旅行上の問題について情報を提供してくれるサービ
スがある．例えば，CDC　FAX　INFORMATION
SERVICE　INTERNATIONAL　TRAVEL　DIRE－
CTORYでは先ず，404－332－4565でCDC　FAX
SERVICEを呼び出す．以後は指示に従い，希望の情
報を6桁の番号で入力する．詳細はCDCから情報
を入手するとよい．年間40万件，100万ページに及
ぶFAX情報を送っている．
　9）　ASTMH－American　Society　for　Tropical
　　Medicine　and　Hygiene
　http：／／members．　aol．　com／astmhweb／index．
html
　米国熱帯医学会（ASTMH）公式ホームページ．
全米のTravel　Medicine専門医に直接アクセスで
きる．
　10）　Outbreak
　http：／／www．　outbreak．　org／cgi－unreg／dynaser－
ve．　exe／index．　html
　1995年のアフリカのザイール国におけるエボラ
出血熱流行を契機に作製されたホームページ．
　Emerging　and　Re－emerging　lnfectious　Diseases
に関する情報も取得できる．
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　11）　Malaria　Database
　http：／／www．　wehi．　edu．　au／biology／malaria／
who．　html
Walter　Elisa　Hall（Australia）から発信されるホ
ームページで，主に熱帯医学専門家を対象としてい
る．一般向きではない．
　12）　Malaria　Antigen　Database
　http：／／ben．　vub．　ac．　be／malaria／mad．　html
　マラリアワクチン研究家のためのホームページ．
　13）　Entomology　Index　of　Internet　Resources
　http：／／www．　public．　iastate．　edu／n－entomol－
ogy／ResourceList，　html
　主に熱帯感染症の媒介する昆虫学（Entomology）
のホームページ．
　14）　Malaria（WHOICTD）
　http：／／www．　who．　ch／programmes／ctd／dis－
eases／mala／malamain．　htm
世界保健機構（WHO）によって特定熱帯病と指定
されている疾病に関する基礎的な知識と世界の現況
等がWWWで提供されているホームページ．
＊これらのホームページは医療関係者以外の一般の
人も見ることができ，著作権の問題，例えば，これ
らをコピーして配布することは可能か否か等につい
ては，現在のところ未解決である．この問題に関し
て，第14回国際熱帯医学・マラリア大会（長崎）の
Travel　Medicineセッションにおいても，活発に討
議されたことを付け加えておく．
　また，海外渡航者等が熱帯感染症が心配される地
域に赴く際，そこにどのような病気があるか，或い
は海外から帰国した人が発熱を訴え来院した際，何
を考えなければならないか，このような疑問に対し
て，国名または地域名を入力すると，地図，主な感
染症，その治療法，マラリアがある地域ではクロロ
キン等の薬剤感受性の有無，その他情報が数秒間で
画面に示されるソフトウェアが海外では数社から発
売されている．その代表的なものとして，Gideon（イ
スラエルと米国），TRAVEL　CARETM，
TRAVAXTM等がある．
　尚，コンピューターの機種はWindows　95が走る
機種ならば充分である．しかし，米国医療関係者に
はマッキントッシュ・コンピューターが主流となっ
ている．
　熱帯医学を専門としている者では，どの地域にど
のような病気があるか等はほぼ把握しているが，初
心者または専門外の者が同様に診断を下すことは，
非常に困難極まりない．それを日本で第一線の開業
医，勤務医がコンピューターに国名，患者の症状等
を入力するだけで，病名，治療法が簡単に得られる
のは画期的である．私が使用したところ国名，症状
を入力しただけで，80～90％正確な診断が得られた．
　またインターネット・ホームページの現状は英語
版が日本語版に比べて，格段に優れており，情報量
においても大変豊富である．英語版ホームページを
利用するために，かなりの英語力を要求されるのが
実情であるが，日本での医療情報入手は私が記載し
た1）～4）の日本版ホームページからの情報で充分
だと思われる．
おわりに
　これまでにも述べたように，インターネットの長
所は，国や組織の枠を超え，世界中に広くつながっ
ていること，比較的便利かつ迅速に情報を入手でき
ることである．
　しかし，インターネットが手紙，電話，Faxに全
く取って変わるというものではない．どんなにイン
ターネットの通信網が発達しても手紙で伝えたいこ
とがあるだろうし，相手の声が聞け，その場で反応
が分かる電話の良さもある．電話する勇気がない時
や手紙では重く，堅苦しく感じる時ならば，Faxを
利用すればよいであろう．
　これらのことを考慮した上で，インターネットを
医療に活用することが望ましい．今後の医療はます
ますボーダレス化が進み，戸惑うことも多くなるで
あろうが，インターネット活用が最良の道標となる
ものと思われる．
　この原稿を執筆するにあたり①第14回国際熱帯
医学・マラリア学会（長崎・1996年11月17日～22
日）②第5回国際医療協力シンポジウム（東京・1996
年11月25日）において，数多くのセッションやパ
ネルディスカッション等に出席し，それらを参考に
私なりにまとめた．御指導下さった熱帯医学専門家
諸先生方に深謝致します．
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